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1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 情報システムユーザの信頼感を獲得する同調的音声の自律的合成の研究

7. 研究代表者

８ ０ ３ ３ ５ ４ ８ ９

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
カワナミ　ヒロミチ

川波　弘道
助教

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

情報科学研究科

１ ０ ３ ４ ６ ３ ０ ６

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名
カンバラ　マサユキ

神原　誠之
准教授

所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

本研究課題は情報機器の使用に抵抗や不安を感じたり馴染めなかったりすることが理由で、セキュリティ的にも物理的にも安全な環境
であるにも関わらず情報機器から受けうる便利さや暮らしやすさを享受できていない人たちが、情報機器を利用できるように支援する
ための技術の研究である。ここではユーザにとって負担の少ない音声をインタフェイスとした音声情報案内システムを想定している。
ユーザが現状の情報機器に親しみにくい原因の一つとして、人間同士の会話では同調的な発話が観察されるのに対して、従来の対話シ
ステムではユーザの発話の特徴にかかわらず画一的な応答を行っていることが考えられる。そこでユーザの話し方と語彙に合わせた応
答を行う手法の研究とシステムの開発に取り組んでいる。
　初年度である平成２７年度はユーザのイントネーションとリズムといった韻律的特徴と語彙をそろえた応答音声の合成手法について
文献と論文の調査を行った。また実証実験用のプラットフォームとして高齢者の見守りシステムを想定したポータブルな対話システム
の実験環境の開発を進めた。
　前者のユーザの韻律的特徴の模倣は、ユーザのピッチ周波数を基本周波数モデルの特徴量として抽出し合成音声に使用することと、
自動認識結果から算出した時間当たりの発話数、モーラ（拍）数とその変動を合成音声に反映させるという計画通りの手法で進める。
語彙の同調もシソーラスを参照して、ユーザ発話の自動認識結果と応答テキストの間に類義関係の語が存在する場合にはユーザのもの
に統一するという方法を用いる。また、後者のプラットフォーム開発に関しては開発が進み、エージェントとの対話部分はまだ予備的
なものだが、移動履歴や画像記録を自動的に行う包括的な生活ログソフトウェアとしてパイロットシステムを開発した。

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

本年度はユーザ信頼感を得るための韻律的特徴と語彙の同調手法について調査を行い本課題の目的に適した手法を決定するとともに、
別途、実証実験のプラットフォームの開発を行った。
　ユーザを模倣した音声とテキストの生成については、計画ではそのソフトウェアのひな型を開発する程度を想定していており、そこ
までには至らなかったが、将来的に評価実験を行うため実験プラットフォームの開発が想定よりかなり進んだだめ、計画から順序の入
れかわりはあったものの大局的には課題遂行の点で順調に進展している。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

音声インタフェイス 音声対話 声質変換

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

初年度は計画時期よりも早く実験プラットフォーム開発に着手したところ、それが著しく進捗した。平成28年度は本来の初年度計画で
あった韻律特徴の同調的音声、テキスト中の語彙の統一、声道長制御により声質を近づけた同調的音声の合成プログラムを作成し、最
終年度における、ユーザが継続的に利用した場合の同調的音声の効果の評価実験に向けて準備を進める。

（理由）
雑談会話システム開発のための小型ペットロボットを購入する予定であったが、現時点の目的のためには既存の機材を用いて開発が可
能であったことから、次年度以降に最新の製品を精査して購入することが適切であると判断したため。

（使用計画）
平成28年度は、音声の特徴量抽出と変換を高速に行うためのPCとシステム開発のための小型ペットロボットを購入する。また開発した
システムの予備実験の被験者への謝金、情報収集と提案手法の発表のための国内外旅費として使用する。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。

（課題番号： 15K00272 ）
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（３）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

情報処理学会研究報告, 第36回エンタテインメントコンピューティング
研究会(EC研究会)

第14回情報科学技術フォーラム(FIT)

学　会　等　名

学　会　等　名 発　表　場　所

出雲科学館（島根県出雲市）

愛媛大学（愛媛県松山市）

発表年月日

発表年月日

2015年06月08日

2015年09月17日

高齢者との対話継続を目的とした機械応答とソーシャルメディアを用いた対話ロボット

高齢者のためのウェアラブルカメラと対話センシングによるブログ投稿支援システム

発　表　者　名

発　表　者　名

南秀和, 川波弘道, 神原誠之, 萩田紀博

高濱康太郎, 神原誠之, 川波弘道, 萩田紀博

雑　　誌　　名 査読の有無

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　表　場　所

論　　文　　標　　題著　者　名

巻

オープンアクセス

国際共著

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年 最初と最後の頁

（課題番号： 15K00272 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

開催場所国際研究集会名 開催年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

産業財産権の種類、番号発明者

産業財産権の名称 国内・外国の別

出願年月日

出願年月日権利者 国内・外国の別産業財産権の名称

著　者　名

総ページ数

出　版　社

書　　名 発行年

2015年10月08日電子情報通信学会技術報告, マルチメディア・仮想環境基礎研究会
(MVE研究会)

学　会　等　名 発　表　場　所

小樽市観光物産プラザ（北海道小樽市）

発表年月日

発　　表　　標　　題
ウェアラブルカメラと対話センシングによるブログ投稿支援システム

発　表　者　名
高濱康太郎, 神原誠之, 川波弘道, 萩田紀博

（課題番号： 15K00272 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／5）
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： －

17.備考

（課題番号： 15K00272 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


